
中
東
の
過
激
派
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
に
よ
る
日
本
人
人
質
事
件
は
社
会
を
島
膨
さ
泣
た
。
先
月
に
は
フ
ラ

ン
ス
・
パ
リ
で
ロ
人
か
死
亡
す
る
週
刊
紙
銃
撃
事
件
が
起
き
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
イ
ス
ラ
ム
国
を
支
持

す
る
武
装
集
団
「
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
」
が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
め
ぐ
る
背
景
に
は
何

が
あ
る
の
か。
宗
教
倫
理
の
専
門
家
と
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
も
あ
る
マ
リ
出
身
の
研
究
者
に
聞
い
た

。

克博さん小原同志社大教授

こはら・かつひろ大阪府生まれ。
同志社大大学院神学研究科修了。博士
（神学）。同大一神教学際研究センタ
ー長。専門は宗教倫理。著書に「宗教
のポリティクスJ 「原理主義から世界
の動きが見える」 （共著）など。

産
物
だ
。
米
国
は
イ
ラ
ク
戦
争

を
住
掛
け
フ
セ
イ
ン
を
排
除
し

た
が
、
復
興
プ
ラ
ン
が
な
く
、

共
存
し
て
い
た
シ
l

ア
派
や
ス

ン
ニ
派
、
ク
ル
ド
人
が
対
立
し

た
結
果
、
後
に
イ
ス
ラ
ム
国
の

中
心
に
な
る
軍
事
要
員
を
生
ん

だ
。
イ
ス
ラ
ム
閏
だ
げ
で
な
く

テ
ロ
リ
ス
ト
の
多
く
は
米
国
の

軍
事
介
入
の
結
果
生
ま
れ
た
。

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
残
虞
付

為
や
奴
隷
制
復
活
、
性
暴
力
な

ど
は
許
さ
れ
ぬ
行
動
だ
。
だ
が

世
俗
と
宗
教
、
価
値
の
対
立

イ
ス
ラ
ム
国
の
日
本
人
人
質

事
件
で
は
、2
人
を
拘
束
し
て

い
た
イ
ス
ラ
ム
聞
か
タ
イ
ミ
ン

グ
を
探
り
、
安
倍
首
相
の
中
東

訪
問
に
合
わ
せ
て
公
表
し
た
。

首
相
が
あ
の
時
期
に
イ
ス
ラ
エ

ル
で
米
国
寄
り
と
と
ら
れ
る
発

言
を
し
た
の
は
問
題
た
っ
た
。

首
相
は
「
人
道
的
支
援
」
を
強

調
す
る
が
、
現
政
権
の
「
積
極

的
平
和
主
義
」
は
有
志
国
受
口 の

軍
事
的
同
盟
と
ほ
ぼ
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
。
中
東
で
日
本

が
得
て
い
た
高
い
評
価
を
崩
し

か
ね
な
い
。
欧
米
は
植
民
地
化

や
軍
事
介
入
の
形
で
中
東
に
介

入
し
続
け
て
き
た
。
だ
が
日
本

は
中
東
に
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
立

場
だ
。
こ
の
中
立
性
を
放
棄
し

て
は
な
ら
な
い
。
中
東
と
負
の

関
係
が
な
く
、
奇
跡
的
な
復
興

を
果
た
し
た
戦
後
の
豊
か
さ
は 中

東
世
界
で
近
代
化
の
手
本
に

な
っ
て
い
る
。
政
府
開
発
援
助

（O
D
A
）
や
国
際
協
力
機
構

（J
I
C
A
）
な
ど
困
窮
者
を

援
助
す
る
良
い
モ
デ
ル
を
中
東

に
提
供
し
て
い
る
。
「
積
極
的

平
和
主
義
」
で
は
な
い
人
道
支

援
の
道
を
探
る
べ
き
だ
。

憎
悪
が
憎
悪
を
生
む
悪
循
環

は
空
爆
で
断
ち
切
れ
な
い
。
イ

ス
ラ
ム
国
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
副 彼

ら
が
何
に
憤
っ
て
い
る
の
か

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
学
校
襲
撃
を
繰
り
返
す

ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
に
は
神
を
前
提

に
し
な
い
西
洋
型
教
育
が
良
く

な
い
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
ボ

コ
・
ハ
ラ
ム
に
よ
る
殺
害
や
投

致
が
悪
だ
と
言
う
の
は
簡
単

だ
。
だ
が
彼
ら
は
西
洋
的
な
シ

ス
テ
ム
や
価
値
観
を
無
理
強
い

さ
れ
た
歴
史
に
憤
っ
て
い
る
。

中東で高評価、中立放棄は危険

欧
米
社
会
は
啓fリ
ス
ト
教
的

に
な
り
宗
教
的
情
感
を
忘
れ
か

け
て
い
る
。
テ
ロ
の
根
底
に
あ

る
の
は
西
洋
型
の
世
俗
的
価
値

と
宗
教
的
価
値
の
対
立
だ
。
根

本
か
ら
解
決
を
図
る
に
は
価
値

観
の
対
立
に
繊
細
な
目
を
向

け
、
和
解
に
至
る
文
化
を
醸
成

す
る
不
断
の
営
み
こ
そ
必
要
な

の
だ
。

こ
の
点
が
現
れ
た
の
が
フ
ラ

ン
ス
の
週
刊
紙
銃
撃
事
件
だ
。

事
件
後
に
パ
リ
市
民
が
表
現
の

自
由
を
訴
え
て
行
進
し
た
、
あ

の
熱
狂
的
な
姿
は
テ
ロ
を
沈
静

化
で
き
る
の
か
。
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
を
親
と
同
じ
か
、
親
以

上
に
大
切
に
す
る
イ
ス
ラ
ム
教

徒
に
は
ム
ハ
ン
マ
ド
が
公
然
と

批
判
さ
れ
る
の
は
耐
え
難
い
。

欧
州
の
教
徒
は
少
数
派
で
大
半

は
移
民
だ
。
強
者
が
「
自
由
」

を
叫
ひ
続
け
る
限
り
そ
の
熱
狂

の
裏
で
我
慢
を
強
い
ら
れ
る
弱

者
が
存
在
し
続
け
る
。
「
自
由

に
耐
え
ら
れ
な
い
の
な
ら
欧
州

か
ら
出
て
い
け
」
と
言
う
よ
う

ぜ

な
も
の
。
こ
ん
な
構
図
は
絶
対

に
幸
せ
な
社
会
で
は
な
い
。

（
聞
き
手
・
吉
永
周
平
）


